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レンゲ畑で笑顔が満開
▼ 4月12日

　池内力さん＝神崎＝は、子どもたちに春の自然
と親しんでもらおうと、二名保育所と小富士保育
所の園児を農地に招待しました。
　満天の青空の下、レンゲが一面に咲きこぼれる
畑で、満開の笑顔の園児たち。レンゲの花を摘ん
で花飾りを作ったり、みんなで畑の中をかけっこ
したりして、思い切り自然と親しみ、楽しんでい
ました。

小中学生の安全・安心を願う

　社会奉仕活動を行う松前ライオンズクラブ（佐伯
康司会長）は、松前町教育委員会に横断旗６００旗
を寄贈しました。「小・中学生の安全・安心な通学を
祈ります」と佐伯会長が述べると、永見修一教育長
は「これを役立てて、子どもたちの安全をしっかり守
りたい」と感謝と共に、安全への決意を述べていま
した。贈呈された横断旗は、各小中学校に割り振ら
れ、登下校時の子どもたちの安全に役立てられます。

 ▼ 3月26日

春の訪れ

　愛媛県警察学校（西古泉）は、春の訪れを楽し
んでもらおうと、敷地内の桜並木を開放しました。
　家族で訪れていた山路裕子さん＝昌農内＝は、
「ちょうど桜が満開で天気がいいので、お弁当を
食べに来ました。ここは桜の花が地面から近いの
で、座ったままでも楽しめます。夫と子どもとま
た来年も来たいです」と見事に咲き誇った桜の下
でのひとときを満喫していました。

▼ 3月30日、31日

ホタルの成長が楽しみだね

　オープンから５周年を迎えるエミフルMASAKI
は、施設内に新しくつくったエミホタルの里で、ホ
タルの幼虫を放流するイベントを開催しました。
　参加した親子連れは、ホタルが住むために必要
な環境などを学んだ後、ホタルの幼虫３００匹を
放流しました。
　放流された幼虫は、６月の初めには成虫とな
り、きれいな明かりを灯します。

▼ 4月6日
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